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く
ら
し

　
　

百
科

問は問い合わせ先です

　

青
少
年
の
携
帯
電
話
所
有
率
は
現

在
、
高
校
生
で
は
90
％
を
超
え
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
比
例
す
る
か
の
よ
う

に
、
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
に
絡
ん

だ
、
青
少
年
が
被
害
者
（
ま
た
は
加

害
者
）
に
な
る
事
件
も
増
加
傾
向
に

あ
り
、大
変
心
配
さ
れ
る
状
況
で
す
。

　
「
青
少
年
の
た
め
の
白
石
市
民
会

議
」
で
は
、
本
年
の
活
動
テ
ー
マ
を

「
ケ
ー
タ
イ
に
つ
い
て
考
え
る
！
」

と
し
、
携
帯
電
話
な
ど
に
つ
い
て
知

識
を
深
め
る
た
め
の
講
演
会
な
ど
を

開
催
し
ま
す
。入
場
無
料
で
す
の
で
、

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
講
演
会
「
ケ
ー
タ
イ
安
全
教
室
」

●
日
時　

７
月
12
日（
土
）13
時
〜

●
場
所　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

●
講
師　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
東
北

　
　
　
　
「
安
全
教
室
」
担
当
者

※
第
二
弾
を
11
月
開
催
予
定
。
ト
ラ

ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
た
と
き
の
対

応
や
解
決
方
法
の
講
話
で
す
。

問
青
少
年
相
談
セ
ン
タ
ー
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本
市
で
は
、
高
齢
者
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
生
活
基
盤
を
築
く
た
め
の

計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
は
３
年
を
一
期
と
し
て

見
直
す
も
の
で
、
本
年
度
は
平
成
21

年
〜
23
年
度
ま
で
の
第
４
期
計
画
と

な
り
ま
す
。
策
定
に
当
た
り
、
介
護

保
険
と
高
齢
者
福
祉
の
円
滑
な
実
施

を
目
指
し
、
市
民
参
画
に
よ
り
広
く

意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、「
事
業

計
画
策
定
委
員
」
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
定
員　

２
名

●
応
募
資
格　

40
歳
以
上
の
市
民

●
申
込
受
付
期
間
お
よ
び
時
間

　

７
月
１
日（
火
）〜
14
日（
月
）

　

平
日
の
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

●
申
し
込
み
方
法

①
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
市
民

課
に
備
え
付
け
た
所
定
の
応
募
用

紙
に
応
募
理
由
な
ど
を
書
い
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

②
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
、
募
集

概
要
や
応
募
用
紙
を
掲
載
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他

　

応
募
多
数
の
場
合
は
、
次
の
通
り

公
開
抽
選
を
行
い
ま
す
。

・
日
時　

７
月
18
日（
金
）10
時
〜

・
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

　
　
　
　

小
会
議
室

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
課　
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■
納
付
が
困
難
な
場
合
で
も
放
置
せ

ず
、
ま
ず
は
手
続
き
を
！

　

所
得
が
少
な
い
な
ど
、
経
済
的
に

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
に
、

本
人
の
申
請
に
よ
っ
て
納
付
が
免
除

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
、
申
請
を
行
っ
て
免
除
が
承

認
さ
れ
る
と
、
７
月
か
ら
平
成
21
年

６
月
ま
で
の
一
年
間
、
納
付
が
免
除

さ
れ
ま
す
。昨
年
承
認
さ
れ
た
方
は
、

６
月
で
免
除
期
間
が
終
了
と
な
り
ま

す
の
で
、
７
月
以
降
も
引
き
続
き
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
あ
ら
た
め
て
申

請
が
必
要
で
す（
★
）。

　

な
お
、
免
除
の
承
認
に
当
た
っ
て

は
、
前
年
の
所
得
を
基
準
と
し
て
審

査
さ
れ
ま
す
の
で
、
ま
だ
前
年
中
の

所
得
を
申
告
し
て
い
な
い
方
は
、
印

鑑
を
ご
持
参
の
上
、
お
早
め
に
申
告

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、離
職
し
て
失
業
中
の
方
は
、

特
例
免
除
申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
請
時

に
離
職
票
ま
た
は
、
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
証
な
ど
の
書
類
（
写
し
可
）

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

★
免
除
継
続
を
希
望
し
、
既
に
承
認

さ
れ
て
い
る
方
は
、
申
請
が
な
く

と
も
継
続
審
査
の
結
果
が
通
知
さ

れ
ま
す
。

●
免
除
の
種
類　

全
額
免
除
、４
分

３
免
除
、半
額
免
除
、４
分
の
１
免
除

■
学
生
の
皆
さ
ん
、「
学
生
納
付
特

例
」
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

　

学
生
の
た
め
収
入
が
な
く
、
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
の

た
め
に
、
学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ

り
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
学
生

証
と
印
鑑
を
持
参
し
、
市
民
課
窓
口

で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象　

大
学
や
大
学
院
、
短
大
、

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修

学
校
、
各
種
学
校
（
学
校
教
育
法
で

規
定
さ
れ
て
い
る
修
業
年
限
が
１
年

以
上
の
課
程
）
に
在
籍
す
る
、
20
歳

以
上
の
学
生
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
社
会
保
険
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
５
月
か

ら
窓
口
で
の
保
険
料
（
現
金
）
領
収

を
原
則
、
廃
止
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
社
会
保
険
事
務
所
か
ら
保

険
料
の
催
促
を
行
っ
た
場
合
な
ど
に

限
り
、
当
面
、
窓
口
で
も
現
金
に
よ

る
納
付
を
受
け
付
け
ま
す
。
保
険
料

の
納
付
は
、
便
利
な
口
座
振
り
替
え

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
電
子
マ

ネ
ー
で
の
納
付
を
ご
希
望
の
方

は
、
大
河
原
社
会
保
険
事
務
所
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
河
原
社
会
保
険
事
務
所
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市
民
課　
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〜
事
業
者
の
皆
さ
ま
へ
〜

　

最
近
、
ご
み
の
集
積
所
に
、
飲
食

店
な
ど
の
も
の
と
思
わ
れ
る
ご
み
が

排
出
さ
れ
る
事
案
が
、
多
数
発
生
し

て
い
ま
す
。
事
業
活
動
に
よ
っ
て
生

じ
た
ご
み
は
、
集
積
所
に
出
す
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

　

地
域
の
ご
み
集
積
所
は
、
一
般
家

庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
活
ご
み
だ
け

を
回
収
す
る
た
め
の
集
積
所
で
す
。

　
『
事
業
者
は
、
そ
の
事
業
活
動
に
伴

っ
て
生
じ
た
廃
棄
物
を
自
ら
の
責
任

に
お
い
て
適
正
に
処
理
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
』（
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
法
律
第
３
条
第
１
項
）

　

事
業
者
の
方
は
、
事
業
系
ご
み
を

適
正
に
分
別
し
、
ご
み
処
理
セ
ン
タ

ー
（
可
燃
ご
み
は
角
田
衛
生
セ
ン
タ

ー
、
資
源
ご
み
・
不
燃
ご
み
は
仙
南

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
）
に
自
己
搬

入
す
る
か
、
一
般
廃
棄
物
処
理
業
許

可
業
者
に
委
託
す
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。
ご
み
の
分
別
方
法
な
ど
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
生
活
環
境
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
集
積
所
に
出
さ
れ
た
ご
み
が
事
業

系
ご
み
と
判
明
し
た
場
合
は
、
収

集
し
ま
せ
ん
（
黄
色
い
注
意
書
き

の
シ
ー
ル
を
張
り
付
け
ま
す
）
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
生
活
環
境
課　
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水
道
メ
ー
タ
ー
の
有
効
期
間
は
、

計
量
法
に
基
づ
き
８
年
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
回
、
有
効
期
間
が
満
期
と

な
る
方
の
お
宅
に
、
水
道
事
業
所
で

委
託
し
た
業
者
が
「
水
道
事
業
所
か

ら
の
お
知
ら
せ
」
を
持
参
し
て
お
伺

い
し
、
無
料
で
交
換
作
業
を
行
い
ま

す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
交
換
作

業
は
メ
ー
タ
ー
検
針
と
重
複
し
な
い

よ
う
、
７
月
中
旬
と
８
月
中
旬
の
２

回
に
分
け
て
実
施
す
る
予
定
で
す
。

■
水
道
週
間
に
ち
な
ん
で
植
樹
を
実
施

　

６
月
６
日
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

前
の
市
道
に
管
工
事
業
協
同
組
合
と

排
水
工
事
業
組
合
の
皆
さ
ん
40
名
が
、

水
道
事
業
所
と
協
力
し
て
植
樹
を
実

施
。
５
年
計
画
で
50
本
の
植
樹
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

問
水
道
事
業
所　
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病
気
な
ど
の
や
む
を
得
な
い
事
情

に
よ
り
、
保
護
者
が
義
務
教
育
諸
学

校
に
就
学
さ
せ
る
義
務
を
猶
予
ま
た

は
免
除
さ
れ
た
方
を
対
象
に
、
国
が

行
う
試
験
で
す
。
合
格
者
に
は
高
等

学
校
の
入
学
資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
宮
城
県
教
育
委
員
会

義
務
教
育
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
日
時　

11
月
４
日（
火
）10
時
〜

●
場
所　

宮
城
県
庁

●
試
験
科
目　

国
語
、
社
会
、
数
学
、

理
科
、
外
国
語
（
英
語
）

●
願
書
請
求　

宮
城
県
教
育
委
員
会

へ
直
接
ま
た
は
市
教
育
委
員
会
を
通

じ
て
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

●
願
書
受
付
期
間

　

８
月
22
日（
金
）〜
９
月
９
日（
火
）

●
合
格
発
表　

12
月
12
日
（
予
定
）

※
直
接
ご
本
人
へ
通
知
し
ま
す
。

問
宮
城
県
教
育
委
員
会
義
務
教
育
課
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ご
み
を
減
ら
す
コ
ツ
は
、
①
ご
み

に
な
る
も
の
を
持
ち
込
ま
な
い
こ

と
、
②
モ
ノ
の
寿
命
を
最
大
限
に
生

か
し
た
使
い
方
を
す
る
こ
と
、
③
不

要
に
な
っ
た
モ
ノ
は
、
リ
サ
イ
ク
ル

ル
ー
ト
に
乗
せ
る
た
め
に
努
力
を
す

る
こ
と
と
言
え
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
一
人
ひ
と
り
の
行
動
が
大
切
で

す
。
今
月
号
か
ら
、
毎
日
の
暮
ら
し

の
中
で
必
ず
出
て
く
る
「
ご
み
」
を

減
ら
す
た
め
の
、
工
夫
や
ア
イ
デ
ア

を
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
ず
は
「
暮
ら
し
の
総
点
検
」
か

ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
は
実
践

で
き
て
い
ま
す
か
？

■
ご
み
を
発
生
源
で
断
つ

・
マ
イ
バ
ッ
ク
を
持
参
し
、
過
剰
な

包
装
や
使
い
捨
て
サ
ー
ビ
ス
は
断

り
ま
し
ょ
う
。

・
ご
み
に
な
り
に
く
い
、
再
利
用
で

き
る
商
品
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

・
詰
め
替
え
商
品
を
利
用
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

・
計
画
的
に
必
要
な
分
だ
け
購
入
し

ま
し
ょ
う
。

■
ご
み
を
出
さ
な
い

・
日
用
品
や
食
材
は
無
駄
な
く
、
と

こ
と
ん
使
い
切
り
ま
し
ょ
う
。

・
料
理
は
作
り
過
ぎ
ず
、
食
べ
残
さ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
モ
ノ
は
、
大
切
に
長
く
使
い
ま

し
ょ
う
。

■
繰
り
返
し
使
う

・
直
せ
る
も
の
は
修
理
し
て
、
長
く

使
い
ま
し
ょ
う
。

・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
リ
サ
イ
ク

ル
シ
ョ
ッ
プ
を
利
用
し
、
欲
し
い

人
に
譲
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

・
形
や
用
途
を
変
え
て
、
も
う
一
度

使
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

・
一
定
期
間
し
か
使
わ
な
い
も
の

は
、
レ
ン
タ
ル
や
リ
ー
ス
を
活
用

し
ま
し
ょ
う
。

■
再
資
源
化
す
る

・
ご
み
は
、
正
し
く
分
別
す
る
よ
う

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

・
集
団
資
源
回
収
や
店
頭
回
収
に
出

し
ま
し
ょ
う
。

・
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
を
選
ぶ
よ
う
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

不
要
に
な
っ
た
モ
ノ
を
ご
み
と
し

て
捨
て
て
し
ま
う
前
に
、
再
利
用
で

き
な
い
か
、
も
う
一
度
考
え
て
み
て

く
だ
さ
い
。
ご
み
ダ
イ
エ
ッ
ト
は
、

毎
日
の
生
活
を
見
直
す
こ
と
か
ら
始

ま
り
ま
す
。ご
み
の
分
別
の
詳
細
は
、

「
ご
み
の
分
別
・
出
し
方
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
保
存
版
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

しろい
し
　
エ

コ　プロ
ジ
ェ
ク

ト　
しろい

し
　
エ

コ　プロ
ジ
ェ
ク

ト　

　

宮
城
県
保
険
医
協
会
は
、
開
業
保

険
医
を
中
心
と
す
る
医
師
・
歯
科
医

師
約
１
、７
０
０
名
で
構
成
す
る
団

体
で
、
県
民
の
健
康
増
進
と
医
療
の

充
実
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

協
会
で
は
、
自
治
会
や
婦
人
会
、
老

人
ク
ラ
ブ
な
ど
の
団
体
や
各
種
サ
ー

ク
ル
の
皆
さ
ん
が
開
催
す
る
健
康
教

室
・
健
康
相
談
会
に
、
講
師
や
相
談

医
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

講
師
料
な
ど
に
つ
い
て
は
、
ご
心

配
な
く
開
催
い
た
だ
け
る
よ
う
、
原

則
と
し
て
協
会
が
負
担
し
ま
す
。

　

各
団
体
や
サ
ー
ク
ル
な
ど
で
健
康

教
室
・
健
康
相
談
会
の
開
催
を
計
画

す
る
際
に
は
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
な
お
、
詳
し
く
は
協
会
事
務
局

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
宮
城
県
保
険
医
協
会
事
務
局
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食品表示110番
食品の表示に対してお気付き
の点がございましたら、当課
までご連絡ください。

東北農政局消費・安全部
地域第三課（表示・規格）

00224-53-3811

▲オオヤマザクラの苗木10本を植樹

高
齢
者
福
祉
と
介
護
保
険
事
業
の

計
画
策
定
委
員
を
募
集
し
ま
す

わ
が
家
の「
ご
み
減
量
化
・

 

リ
サ
イ
ク
ル
作
戦
」⑪

問
生
活
環
境
課　
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就
学
義
務
猶
予
免
除
者
な
ど
の
中
学
校

卒
業
程
度
認
定
試
験
を
実
施
し
ま
す

青
少
年
の「
ケ
ー
タ
イ
」に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

平
成
20
年
度
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請

受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
す

地
域
で
自
主
的
に
開
く
健
康
教
室
や
健
康
相
談
会
を
応
援
し
て
い
ま
す

水
道
メ
ー
タ
ー
の
無
料

交
換
を
行
い
ま
す

事
業
活
動
に
よ
り
生
じ
る
ご
み
は

集
積
所
へ
出
せ
ま
せ
ん


